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第
３
４
８
回
愛
媛
県
議
会
定
例
会（
平
成

28
年
９
月
定
例
会
）が
、９
月
12
日
か
ら
10

月
６
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
地
方
議
会
は
、２
月
、６
月
、

９
月
、
12
月
の
４
回
、
定
期
的
に
議
会
を
開

き
ま
す
。
こ
れ
を
定
例
会
と
呼
び
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
、２
月
と
９
月
は
重
要
な
定
例

会
と
な
り
ま
す
。
２
月
は
当
初
予
算
の
審

議
、９
月
は
年
度
の
半
ば
と
い
う
こ
と
で
比
較

的
規
模
の
大
き
な
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
て

き
ま
す
。
ま
た
、
条
例
改
正
な
ど
の
議
案
も

多
く
出
て
き
ま
す
し
、
党
派
の
代
表
質
問
が

あ
り
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
の
概
要
を
中
心
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

1 

可
決
議
案
ほ
か

　

９
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
は
26
案
件

で
す
。
内
訳
は
補
正
予
算
２
、条
例
改
正
５
、

そ
の
他
８（
財
産
の
取
得
１
、負
担
金
額
の
変

更
２
、工
事
請
負
契
約
の
締
結
５
）、人
事
案

件
４
、意
見
書
６
、決
議
１
で
す
。
人
事
は
、

教
育
委
員
、公
安
委
員
、土
地
利
用
審
査
委
員

の
任
命
同
意
で
す
。
砥
部
町
在
住
の
渡
部
智

愛
媛
県
議
会
定
例
会
（
平
成
28
年
9
月
）
の
概
要

（表 2）　歳入予算（一般会計）

区分 補正予算額 備考
地方交付税 5,952 万円 普通交付税
分担金及び負担金 1 億 5,707 万円 県単独緊急防災・減災対策事業にかかる土木費負担金 
国庫支出金 8 億 　556 万円 医療介護提供体制改革推進交付金、地方創生交付金 など 
繰入金・財産収入 1 億 6,431 万円 地域医療介護総合確保基金繰入金  など 
繰越金 32 億 9,244 万円 決算剰余金
諸収入 20 億 　300 万円 中小企業振興資金貸付金 など 
県債 42 億 2,500 万円 県単独緊急防災・減災対策事業への充当予定額 など 

合計 　 107 億 　690 万円

磨
子
さ
ん
が
公
安
委
員
に
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
平
成
27
年
度
歳
入
歳
出
決

算
に
係
る
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
報
告
11

件
。
請
願
５
件
は
不
採
択
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定

は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
ま
す
。

2 

補
正
予
算

　

補
正
予
算
の
内

容
は
、
表
１
、２
、３

の
と
お
り
で
す
。

今
回
は
３
年
連
続

１
０
０
億
円
規
模
の

積
極
予
算
と
な
って

い
ま
す
。
先
に
６
月

と
し
て
は
大
型
の
補

正
予
算
を
組
み
ま

し
た
。
ま
た
、
国
の

第
２
時
補
正
予
算

が
10
月
11
日
に
成

立
し
ま
し
た
の
で
、

関
連
し
て
県
で
も
追

加
補
正
を
準
備
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

平成 28 年 9 月補正予算の概要
（表 1）　予算規模

◆ 一般会計補正予算 107 億 690 万円　　【累計 6,618 億 1,691 万円】

◆ 企業会計（１会計）　　　 395 万円　　【累計    617 億 5,257 万円】
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（表 3）　歳出予算

（※）は3ページ以降に内容説明を加えています。

　1県民の安全・安心確保対策の推進（※）：12事項 44億7,244万円

 ⑴ 県単独緊急防災・減災対策事業 44億5,000万円
①緊急輸送道路等の整備 25億円 　　
②河川、海岸、港湾施設の改修 8億2,850万円
③土砂災害を防止する砂防施設の整備 6億　800万円
④がけ崩れ防災対策の促進 2億6,350万円
⑤河川の氾濫を防止する河床掘削の推進 2億5,000万円

 ⑵ 熊本地震の課題を踏まえた計画策定 2,244万円
①公共土木施設応急復旧ガイドラインの策定 　983万円
②応急仮設住宅建設ガイドラインの策定 522万円
③道路啓開（けいかい）計画の改定 （※） 739万円

　2当面する課題への対応：40事項 62億3,446
【企業会計 1会計395

万円
万円】

1産業の振興 21億3,175万円
 ⑴ 農林水産業の振興 4,527万円

①農林水産業ワンストップ就業支援ウェブサイトの整備と「えひめ愛顔の農林水産人」の情報発信 658万円
②就業相談会の開催等による林業の担い手確保の促進 1,300万円
③南予の柑橘生産システムの日本農業遺産認定に向けた推進体制の構築など5項目 2,569万円

 ⑵ 商工業の振興 20億2,131万円
①中小企業者の資金繰り支援 （融資枠50億円拡大） （※） 20億円 　　
②中小企業等の人材確保のための新規学卒者向け合同会社説明会等の開催 1,256万円
③四国フェア開催によるロサンゼルスでの販路拡大など３項目 875万円

 ⑶ 観光の振興 6,517万円
①体験ツアー隊による四国一周サイクリングルートの情報発信 3,068万円
②松山空港国際線の安定運航を確保するための支援制度の創設 （※） 　746万円
③中国・西安への観光・物産情報拠点の開設 など５項目 2,703万円

２医療・福祉の充実 6億　933万円
 ⑴ 地域医療の充実 5億5,759万円

①ドクターヘリの運航経費（※） 4,383万円
【うち病院事業会計 395万円】

②ドクターヘリ運航開始式の開催 　96万円
③病床の機能分化連携基盤整備や医療従事者職場環境整備の促進 1億1,280万円
④聖カタリナ大学看護学科施設整備に対するふるさと融資貸付金を活用した支援 （※） 4億円 　　

 ⑵ 福祉、子育て支援の充実 5,174万円
①障がい者授産製品の認知度向上のための販売促進イベント等の開催 2,258万円
②弁護士による児童相談所の相談体制強化 233万円
③ファミリーホームや病児保育施設の整備促進 2,683万円

3その他 2,470万円
①岩城橋の整備促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔債務負担行為 114億円〕
②職の担い手フェアの開催や企業と連携した移住促進 1,820万円
③県内プロスポーツ球団と県民との交流会の開催 650万円

　3その他 34億6,868万円

財政基盤強化積立金、地域医療介護総合確保基金積立金など
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≪９月補正≫
緊急防災・減災対策　47.7 億円

・避難路整備など 34.9

・砂防、がけ崩れ防災 3.1

・河床掘削 2.0

・オフサイトセンター 6.3

・県立学校　　　 0.6

・民間施設耐震診断など 0.8

≪当初≫
防災・減災強化枠　104 億円

・防災・減災対策事業 45.0

・�オフサイトセンター移
転整備、第一別館改
修、避難路補助など

25.7

・県立学校耐震化 33.3

25 年度　152 億円

≪９月補正≫
県民の安全・安心確保対策

45.1 億円

・避難路整備など　 34.0

・砂防、がけ崩れ防災 7.0

・河床掘削　　　　 2.5

・県立学校耐震化など 1.6

≪当初≫
防災・減災強化枠　119.6 億円

・防災・減災対策事業 47.6

・�オフサイトセンター
移転整備、民間施設
耐震改修支援、西条
西警察署建替（設計）
市町の避難所資機材
整備への支援　

27.9

・県立学校耐震化 44.1

26 年度　165 億円

≪９月補正≫
県民の安全・安心確保対策

44.5 億円

・道路・河川整備など 33.1

・砂防、がけ崩れ防災 8.9

・河床掘削　　　　 2.5

≪当初≫
防災・減災強化枠　124.4 億円

・防災・減災対策事業 42.0

・�消防防災ヘリの更新、
防災通信システム整
備、民間施設耐震改
修支援、市町の避難
所資機材や災害情報
伝達設備の整備支援
など　　

45.3

・県立学校耐震化 37.1

27 年度　169 億円

≪９月補正≫
県民の安全・安心確保対策

44.7 億円

・�道路、河川、海岸、
港湾施設整備 33.3

・砂防、がけ崩れ防災 8.7

・河床掘削　　　　 2.5

・�公共土木施設応急復
旧ガイドラインの策定 0.2

≪当初≫
防災・減災強化枠　154.4 億円

・防災・減災対策事業 42.0

・�防災通信システムの整備
 警察署の建替
 民間施設耐震改修
 支援など

74.2

・県立学校耐震化 38.2

28 年度　199 億円
（表 4）　安全・安心対策予算の推移（９月補正時点）

◆
安
全
・
安
心
対
策
予
算

　

９
月
ま
で
の
予
算
を
見
る
と
、
安
全
・
安

心
対
策
予
算
の
伸
び
が
目
立
ち
ま
す（
表

４
）。対
前
年
度
30
億
円（
１
７・８
パ
ー
セ
ン

ト
）の
増
と
な
って
い
ま
す
。全
国
で
、自
然
災

害
が
多
発
す
る
中
、県
民
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
道
路
啓け

い

開か
い

計
画
の
改
定

７
３
９
万
円

�　

道
路
啓
開
計
画
は
、
災
害
時
等
に
緊
急
車

両
な
ど
を
通
す
た
め
、
最
低
限
の
処
理
を
し

て
救
援
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
た
め
の
計
画
で

す
。
今
回
、
計
画
を
見
直
し
、
啓
開
目
標
時

間
、
路
線
ご
と
の
啓
開
担
当
会
社
の
設
定
等

を
盛
り
込
み
ま
す
。

◆
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り
支
援

（
融
資
枠
を
50
億
円
拡
大
）　

20
億
円

　

県
内
の
中
小
企
業
が
必
要
と
す
る
資
金
の

融
資
を
円
滑
に
し
、
経
営
の
安
定
・
強
化
を

図
る
た
め
、
中
小
業
企
業
振
興
資
金
貸
付
金

が
あ
り
ま
す
。
当
初
に
全
体
で
４
７
７
億
７
，

０
０
０
万
円
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
、緊
急
経
済
対
策
特
別
支
援
金
に
20
億
円

を
追
加
し
融
資
枠
を
50
億
円
拡
大
し
ま
し

た
。
緊
急
経
済
対
策
特
別
支
援
金
の
予
算
は

１
５
２
億
円
、
融
資
枠
は
４
３
０
億
円
と
な

り
ま
す
。

◆�

松
山
空
港
国
際
線
の
安
定
運
航
を
確
保

す
る
た
め
の
支
援
制
度
の
創
設７

４
６
万
円

　

県
と
松
山
市
は
、こ
れ
ま
で
国
際
線
運
航

会
社
に
空
港
施
設
使
用
料
を
減
免（
27
年

度
は
２
社
で
計
約
４
，８
０
０
万
円
）し
て
き

ま
し
た
が
、
国
際
線
を
守
る
た
め
新
た
に
着

陸
料
と
通
信
施
設
や
管
制
施
設
な
ど
の
利

用
料
も
助
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
10
月

末
か
ら
29
年
３
月
末
ま
で
を
対
象
に
、
県
が

７
４
６
万
円
、
松
山
市
が
３
７
３
万
円
の
計

１
，１
１
９
万
円
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

松
山
空
港
に
は
、
国
際
線
２
路
線
が
運
航

し
て
い
ま
し
た
が
、
韓
国
ア
シ
ア
ナ
航
空
の
ソ

ウ
ル
便（
週
３
往
復
）が
９
月
下
旬
で
撤
退
、

残
る
中
国
東
方
航
空
の
上
海
便
の
搭
乗
率
も

低
迷
し
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
外
国
人
観
光

客
の
さ
ら
な
る
増
加
に
は
国
際
線
が
欠
か
せ

な
い
も
の
と
考
え
、ソ
ウ
ル
便
の
再
開
や
台
湾

便
の
開
設
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
で
す
。

◆�

聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
看
護
学
科
施
設
整
備
に
対

す
る
ふ
る
さ
と
融
資
貸
付
金
を
活
用
し
た
支
援

４
億
円

　

聖
カ
タ
リ
ナ
大
学
が
、
平
成
29
年
４
月
か

ら
４
年
制
の
看
護
学
科（
定
員
１
学
年
80
人
）

を
開
設
し
ま
す
。
学
科
新
設
に
伴
う
キ
ャ
ン
パ

ス
等
の
整
備
資
金
を
、ふ
る
さ
と
融
資
制
度

（
注
１
）
を
活
用
し
て
、
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
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す
。
貸
付
額
は
、
補
助
金
を
除
く
事
業
総
額

の
35
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
、
貸
付
期
間
は
15
年
。

（
注
１
）�県
や
市
町
村
が
、
地
方
債
を
原
資
と
し
、
地
域

振
興
に
資
す
る
事
業
を
実
施
す
る
民
間
事
業
者

に
、
当
該
事
業
経
費
の一
部
を
無
利
子
で
貸
し
付

け
る
制
度
。（
財
）地
域
総
合
整
備
財
団
が
、
融

資
案
件
に
対
す
る
審
査
や
貸
付
に
か
か
る
支
出

事
務
、
徴
収
事
務
を
行
い
ま
す
。

◆
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
経
費４

，３
８
３
万
円

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
来
年
２
月
１
日
か
ら
運

航
開
始
で
す
。
運
航
は
、
中
日
本
航
空（
株
）

と
愛
媛
航
空（
株
）の
共
同
事
業
体
に
委
託

し
ま
す（
委
託
期
間
は
平
成
33
年
3
月
ま

で
）。
基
地
病
院
は
、
県
立
中
央
病
院
で
す

が
、当
面
は
発
進
基
地（
松
山
空
港
）と
屋
上

ヘ
リ
ポ
ー
ト（
県
立
中
央
病
院
）待
機
の
併
用

を
し
ま
す
。一
般
会
計
に
運
営
管
理
に
係
る

医
療
機
器
の
消
耗
部
品
や
ヘ
リ
格
納
庫
等
賃

借
料
を
計
上
し
、
病
院
会
計
に
搭
乗
医
療
従

事
者
の
人
件
費
や
中
央
病
院
の
パ
イ
ロッ
ト
待

機
室
の
維
持
管
理
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
議
会
質
問
】

　

執
行
部
を
チ
ェッ
ク
、
監
視
す
る
役
目
を
負

う
議
会
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
役
割
の一つ

が
議
会
質
問
で
す
。

　

９
月
定
例
会
で
、
私
が
注
目
し
た
の
は
我

党
の
岡
田
志
朗
議
員（
大
洲
市
・
喜
多
郡
選

出
）の「
H
Ａ
C
Ｃ
P
（
注
２
）
を
取
得
す
る
た

め
に
は
、
老
朽
化
し
て
い
る
J
Ａ
え
ひ
め
ア
イ

パッ
ク
ス（
注
３
）
の
改
造
等
が
必
要
」
と
の
質

問
と
理
事
者
の
答
弁
で
す
。
私
も
昨
年
12
月

の
初
質
問
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
ま
し
た

が
、そ
の
際
の
答
弁
と
比
べ
て
か
な
り
前
向
き

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。ベ
テ
ラ
ン
議
員
の

質
問
だ
け
に
、
丁
寧
に
答
え
た
面
も
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
、

大
き
な
前
進
と
受
け
止
め
ら
れ
る
答
弁
で
し

た
。

　

莫
大
な
費
用
と
関
係
者
の
調
整
な
ど
課
題

の
多
い
問
題
で
す
が
、
県
内
畜
産
業
が
産
地

間
競
争
、
国
際
競
争
に
勝
つ
た
め
に
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
山
で
す
。
議
場
と
い
う
公
の

導入するヘリと同型のドクターヘリ

場
所
で
、こ
う
いっ
た
山
を
一歩
一歩
登
って
い
る

こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

（
注
２
）H
Ａ
C
Ｃ
P（
は
さ
っ
ぷ
）

　
　
　

�

国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
食
品
の
製
造
工
程
に
お

け
る
品
質
管
理
シ
ス
テ
ム

（
注
３
）J
Ａ
え
ひ
め
ア
イ
パッ
ク
ス
株
式
会
社

　
　
　

�

大
洲
市
に
あ
る
県
内
唯
一の
と
畜
場（
食
肉
処
理

施
設
）。
県
内
に
は
、
明
治
41
年
の「
松
山
と
畜

場
」
を
皮
切
り
に
22
の
と
畜
場
が
で
き
ま
し
た

が
、
現
在
は
J
Ａ
え
ひ
め
ア
イ
パッ
ク
ス
が
県
内
唯

一の
と
畜
場
で
す
。

許可年月 と畜場の名称 制限頭数 廃止年月
明治 41 年 10 月 松山と畜場 150 平成 10 年　3 月

明治 42 年　7 月 宇和島市営と畜場
（のちに、宇和島地区広域事務組合食肉センター） 90 平成 23 年　3 月

明治 42 年　7 月 今治と畜場 50 平成　9 年　4 月
明治 42 年　9 月 新居浜と畜場 10 平成　2 年　3 月
明治 42 年 10 月 八幡浜と畜場 15 平成 12 年　3 月
明治 43 年　5 月 川之江と畜場 5 昭和 41 年 10 月
大正 15 年　9 月 南郡と畜場（のちに、城辺と畜場） 10 昭和 57 年　3 月
大正 15 年　9 月 三芳と畜場 5 昭和 44 年　4 月
昭和　2 年 12 月 野村と畜場 10 昭和 48 年　3 月
昭和 11 年 11 月 大洲と畜場 10 昭和 63 年　3 月
昭和 20 年 12 月 久万と畜場 5 昭和 44 年　3 月
昭和 21 年 10 月 津倉と畜場 2 昭和 32 年　7 月

昭和 24 年 10 月 伊予と畜場
（のちに、（株）愛媛クミアイ食肉センター伊予工場） 300 平成　8 年　3 月

昭和 25 年　2 月 西条と畜場 10 昭和 44 年　6 月
昭和 27 年　4 月 松丸と畜場 5 昭和 47 年　3 月
昭和 28 年 11 月 宇和町と畜場 7 昭和 46 年　3 月
昭和 29 年　4 月 大三島と畜場 1 昭和 37 年 10 月
昭和 29 年　8 月 菊間と畜場 3 昭和 43 年　8 月
昭和 32 年 11 月 吉海と畜場 90 平成　5 年 11 月
昭和 40 年　9 月 愛媛県立畜産試験場付設簡易と畜場 平成 15 年　5 月
昭和 44 年　3 月 プリマハム（株）社四国工場と畜場 550 平成 14 年　3 月
昭和 55 年　1 月 JA えひめアイパックス（株）と畜場 960
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も
上
手
で
、
四
国
中
央
市
の「
藍

の
会
」の
ア
リ
ラ
ン
演
奏
で
は
、

踊
り
だ
す
の
で
は
な
い
か
と
周

り
が
心
配
す
る
ほ
ど
で
す
。

▼
前
号
の
編
集
後
記
の
キ
ャ

プ
シ
ョ
ン
。
年
を
重
ね
て
い
る

と
い
う
意
味
で「
薹と

う

が
立
っ
て

い
る
」
と
書
く
と
こ
ろ
を「
糖

が
た
っ
て
い
る
」
と
書
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ひ
ら
が
な
の
方

が
よ
か
っ
た
か
な
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
間
違
え
る
に
し
て
も

ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
間
違
え

方
で
し
た
。
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▼
韓
国
残
留
日

本
人
妻
の
親
睦

団
体「
芙
蓉
会
」

釜
山
本
部
会
長

「
國
田
房
子
さ
ん
を
囲
む
会
」が
、

10
月
19
日
に
松
山
市
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
、
韓
国
に
と

ど
ま
っ
た
日
本
人
妻
は
、反
日
感

情
の
吹
き
荒
れ
る
中
、極
貧
に
あ

え
い
で
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
残
留
日
本
人
妻
達
が
集
ま
っ

て
で
き
た
の
が「
芙
蓉
会
」で
す
。

國
田
さ
ん
は
会
の
中
心
と
な
っ

た
方
で
、
現
在
、
１
０
４
歳（
日

本
の
年
齢
計
算
で
は
１
０
１
歳

で
し
ょ
う
か
）。
西

条
市
出
身
で
、
終

戦
の
１
年
前
に
ご

主
人
の
故
郷
韓
国

に
渡
り
、
そ
の
ま

ま
帰
国
す
る
機
会

を
失
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
矍か

く

鑠
し
ゃ
く

と
し
て
お
い
で
で
、

百
歳
を
超
え
て
い

る
と
は
思
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
記
憶

も
確
か
、
お
話
し

編
後
集
記

講演をする國田さん（右）

畑寺発電所（松山市畑寺町）

【
畑
寺
発
電
所
と
日
本
ロ
ジ
テ
ッ
ク
の
破
産
】

　

愛
媛
県
で
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
源
確
保
を
目
的

に
水
力
発
電
事
業
を
行
って
い
ま
す
。

　

畑
寺
発
電
所
は
、
平
成
27
年
８
月
か
ら
運

転
開
始
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格

買
取
制
度（
F
Ｉ
T
）の
対
象
と
な
り
、１
キ

ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
29
円
80
銭
で
日
本
ロ
ジ

テ
ッ
ク
協
同
組
合
に
供
給
し
て
き
ま
し
た
。
契

約
期
間
は
、
平
成
29
年
３
月
末
ま
で
で
す
が
、

同
組
合
が
電
力
小
売
り
の
登
録
申
請
を
取
り

下
げ
た
た
め
、３
月
10
日
で
契
約
解
除
し
て
い

ま
す
。
同
組
合
は
、
昨
年
10
月
分
か
ら
電
気

料
金
の
支
払
い
が
滞
り
、
未
収
金
が
発
生
し
て

い
ま
し
た
。

　

日
本
ロ
ジ
テ
ッ
ク
は
、
新
電
力
事
業
者
の
中

で
電
気
供
給
量（
小
売
）５
番
目
の
シェア
を
持

つ
大
手
で
し
た
が
、
資
金
繰
り
が
行
き
詰
ま
り

４
月
15
日
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
破
産
手
続

開
始
の
申
し
立
て
を
行
い
、
破
産
手
続
き
が
始

ま
って
い
ま
す
。

　

経
済
企
業
委
員
会
で
、こ
の
こ
と
を
質
問
し

た
と
こ
ろ「
県
の
債
権
額
は
、
売
掛
金
や
四
国

電
力
への
売
電
先
変
更
で
発
生
し
た
減
収
分
な

ど
合
わ
せ
て
約
５
，９
８
０
万
円
」と
の
こ
と
で
、

全
額
回
収
す
る
の
は
難
し
い
状
況
で
す
。

▼
愛
媛
県
の
電
気
事
業

　

県
営
発
電
所
は
、い
ず
れ
も
河
川
の
総
合

開
発
事
業
の一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
、
三
水
系

（
銅
山
川
、
仁
淀
川
、
肱
川
）に
９
つ
の
発
電

所（
10
基
）が
あ
り
ま
す
。
９
発
電
所
で
最
大

出
力
６
万
７
，５
３
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
、
年
間
目

標
電
力
量
2
億
７
，６
１
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

で
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

畑
寺
発
電
所
以
外
で
F
Ｉ
T
の
対
象
と
な

る
の
は
、銅
山
川
第
一（
２
号
機
）と
富
郷
の
２

発
電
所
。そ
れ
ぞ
れ
21
円
93
銭
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
、20
円
78
銭
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
で
四
国
電
力

に
供
給
。
そ
の
他
は
７
円
73
銭
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト

時
で
四
国
電
力
に
供
給
し
て
い
ま
す
。
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童
話
作
家
鈴
木
隆
の
長
編
小
説
で
、ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
青
春
小
説
で
あ
る
と
同
時
に
、
昭
和
の
初
め
か
ら
20
年

に
い
た
る
世
相
と
軍
隊
を
語
る
反
戦
小
説
で
す
。

　

昭
和
33
年
か
ら
同
人
誌
に
掲
載
が
は
じ
ま
り
、
最
終

的
に
昭
和
41
年
理
論
社
か
ら
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
何
度
か
出
版
社
を
変
え
て
読
ま
れ
続

け
、
角
川
文
庫
か
ら
昭
和
57
年
に
文
庫
本
と
し
て
刊
行
さ

れ
ま
し
た
。
角
川
文
庫
で
も
、
何
度
か
版
を
重
ね
て
い
ま

す
が
、
今
は
そ
れ
も
絶
版
に
な
って
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
昭
和
41
年
に
監
督
鈴
木

清
順
、
脚
本
新
藤
兼
人
、
主
人
公
の
南
部
麒
六
に
高
橋

英
樹
、ヒ
ロ
イ
ン
道
子
に
浅
野
順
子
な
ど
の
配
役
で
映
画

化
さ
れ
、
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
48
年
に

は
、
当
時
午
後
６
時
の
時
間
帯
に
放
送
さ
れ
て
い
た「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
少
年
ド
ラ
マ
シ
リ
ー
ズ
」で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
小
説
よ
り
も
映
画
や
ド
ラ
マ
の
方
が
有
名
で
、
私
と

同
年
代
の
皆
さ
ん
な
ら
ど
ち
ら
も
観
た
記
憶
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
映
画
、テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
も
、

内
容
は
、１
巻
の
半
分
く
ら
い
の
と
こ
ろ
ま
で
で
、
戦
争
を

前
に
し
た
暗
い
時
代
の
雰
囲
気
は
あ
る
も
の
の
、お
お
ら
か

で
熱
血
痛
快
な
物
語
と
な
っ
て
お
り
、
作
者
の
意
図
か
ら

は
少
し
ず
れ
て
い
ま
す
。
２
巻
で
は
、
麒
六
は
陸
軍
の
山

砲
隊
に
入
隊
、
最
後
は
中
国
大
陸
を
敗
走
し
、
破
傷
風
に

倒
れ
、
死
線
を
さ
ま
よ
う
な
か
で
軍
隊
か
ら
姿
を
消
し
ま

す
。
麒
六
の
生
死
は
書
か
れ
ま
せ
ん
が
、生
き
残
れ
な
い
の

は
明
ら
か
で
、
暗
い
読
後
感
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
、
作
者
の
文
章
に
は
張
り
が
あ
り
、
表
現
は
個
性

的
で
ユ
ー
モ
ア
が
あ
ふ
れ
、
何
よ
り
明
快
で
す
。
岡
山
弁
や

会
津
弁
の
会
話
が
醸
し
出
す
何
と
も
言
え
な
い
コ
ミ
カ
ル

な
雰
囲
気
が
、
暗
い
読
後
感
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。

【
鈴す

ず

木き　

隆た
か
し

】

　

１
９
１
９
年（
大
正
８
年
）～
１
９
９
８
年（
平
成
10

年
）。
日
本
の
児
童
文
学
作
家
。
岡
山
県
生
ま
れ
。
旧

制
岡
山
中
学
校
か
ら
会
津
の
旧
制
喜
多
方
中
学
校
に
転

校
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
卒
。 

早
大
童
話
会
経
由
で

坪
田
譲
治
に
師
事
し
て
童
話
作
家
と
な
る
。

　
「
け
ん
か
え
れ
じ
い
」
は
、
自
伝
的
小
説
で
は
あ
る
が
、

小
説
で
あ
って
実
録
で
は
な
い
。
鈴
木
は
、角
川
文
庫
の
あ

と
が
き
で「
何
処
ま
で
が
事
実
で
、何
処
ま
で
が
虚
構
か
、

そ
の
辺
、
実
は
作
者
自
身
に
も
模も

糊こ

と
し
て
い
る
処
が
多

い
」
と
書
き
記
し
て
い
る
。

晴走雨読私の本棚から気になった本の紹介

せ そ ど
い うう く『けんかえれじい（全2巻）』

著者：鈴木　隆　出版：角川文庫


